
令和６年度大学入学者選抜実態調査の結果
（概要）

１ 目的
各大学・短期大学が実施した令和６年度入学者選抜について、選抜区分毎に詳細を把握し、設置主体別等の状況分析を行う。

２ 調査時期および調査方法
令和６年７月16日～令和６年８月30日 eメールによる調査票の発送及び回答票回収

（令和６年９月25日までの回収分を集計）

３ 調査対象
国公私立の全ての大学783校・短期大学286校：計1,069校（大学院のみを設置する大学、学生募集停止中及び通信教育のみを行う

大学・短期大学を除く。）
以下、本報告書において、「全体」は大学及び短期大学の集計、「大学全体」は大学のみの集計、「短期大学全体」は短期大学

のみの集計を指す。

４ 回答率
100％（1,069校（81,372選抜区分））

参考資料３

抜粋につき、全文は以下を参照
「大学入学者選抜の実態の把握及び分析等に関する調査研究」調査報告書【250407修正】

https://www.mext.go.jp/content/20250408-mxt_daigakuc01-0000041205_02.pdf.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250408-mxt_daigakuc01-0000041205_02.pdf.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250408-mxt_daigakuc01-0000041205_02.pdf.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250408-mxt_daigakuc01-0000041205_02.pdf.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20250408-mxt_daigakuc01-0000041205_02.pdf.pdf
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英語資格・検定試験の活用の実態



英語資格・検定試験活用の有無（大学）
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英語の資格・検定試験の活用がある選抜区分は、一般選抜で28.1%、総合型選抜が34.1%、学校推薦型選抜
が27.1%である。

一般選抜

学校推薦型選抜

大学全体 （n=64,104選抜区分・単数回答） （n=30,194選抜区分・単数回答）

（n=14,226選抜区分・単数回答）総合型選抜 （n=19,684選抜区分・単数回答）

28.1%

34.1%

27.1%

71.9%

65.9%

72.9%

一般選抜
(N=30,194)

総合型選抜
(N=14,226)

学校推薦型選抜
(N=19,684)

活用あり 活用なし

13.3%

1.8%

30.4%

86.7%

98.2%

69.6%

国立大学
(N=2,565)

公立大学
(N=913)

私立大学
(N=26,716)

活用あり 活用なし

40.2%

31.6%

33.6%

59.8%

68.4%

66.4%

国立大学
(N=1,126)

公立大学
(N=177)

私立大学
(N=12,923)

活用あり 活用なし

18.3%

17.8%

28.2%

81.7%

82.2%

71.8%

国立大学
(N=1,356)

公立大学
(N=792)

私立大学
(N=17,536)

活用あり 活用なし



英語資格・検定試験活用の有無（短期大学）
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一般選抜

学校推薦型選抜

短期大学全体 （n=5,778選抜区分・単数回答） （n=1,862選抜区分・単数回答）

（n=1,869選抜区分・単数回答）総合型選抜 （n=2,047選抜区分・単数回答）

27.9%

24.4%

23.9%

72.1%

75.6%

76.1%

一般選抜
(N=1,862)

総合型選抜
(N=1,869)

学校推薦型選抜
(N=2,047)

活用あり 活用なし

4.0%

28.9%

96.0%

71.1%

公立短期大学
(N=75)

私立短期大学
(N=1,787)

活用あり 活用なし

33.3%

24.2%

66.7%

75.8%

公立短期大学
(N=33)

私立短期大学
(N=1,836)

活用あり 活用なし

14.8%

24.2%

85.2%

75.8%

公立短期大学
(N=61)

私立短期大学
(N=1,986)

活用あり 活用なし



英語資格・検定試験活用の有無（大学）
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英語の資格・検定試験の活用率を学科系統分類別でみると、活用が多い順に、社会科学（33.1%）、人文科
学（32.8%）、工学（23.4%）である。

（単数回答）学科系統分類

32.8%

33.1%

22.1%

23.4%

20.1%

22.3%

21.7%

22.3%

13.8%

31.5%

67.2%

66.9%

77.9%

76.6%

79.9%

77.7%

78.3%

77.7%

86.2%

68.5%

人文科学
(N=12,857選抜区分)

社会科学
(N=17,565選抜区分)

理学
(N=2,779選抜区分)

工学
(N=11,019選抜区分)

農学
(N=2,280選抜区分)

保健
(N=9,704選抜区分)

家政
(N=3,002選抜区分)

教育
(N=6,341選抜区分)

芸術
(N=2,682選抜区分)

その他
(N=5,547選抜区分)

活用あり 活用なし



英語資格・検定試験活用の有無（短期大学）
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（単数回答）学科系統分類

※短期大学は、理学の選抜区分なし

24.2%

29.4%

1.8%

16.0%

14.4%

23.3%

18.7%

11.6%

28.5%

75.8%

70.6%

98.2%

84.0%

85.6%

76.7%

81.3%

88.4%

71.5%

人文科学
(N=623選抜区分)

社会科学
(N=889選抜区分)

工学
(N=165選抜区分)

農学
(N=50選抜区分)

保健
(N=465選抜区分)

家政
(N=1,883選抜区分)

教育
(N=2,353選抜区分)

芸術
(N=328選抜区分)

その他
(N=674選抜区分)

活用あり 活用なし



英語資格・検定試験活用の選抜区分による入学者数（大学）

大学全体
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英語の資格・検定試験の「活用あり」の選抜区分により入学した者は、一般選抜が58,992人、総合型選抜
が33,979人、学校推薦型選抜が51,727人の計144,698人である。

【選抜方法別毎の全入学者数に占める「英語資格・検定試験活用の選抜区分による入学者数」の割合】

（n = 603,974人）

58,992

33,979

51,727

一般選抜

総合型選抜

学校推薦型選抜

計 144,698人
（24.%）

20.2%

34.7%

24.1%

79.8%

65.3%

75.9%

一般選抜
(N=291,549)

総合型選抜
(N=97,935)

学校推薦型選抜
(N=214,490)

活用あり 活用なし



英語資格・検定試験活用の選抜区分による入学者数（国立大学）

国立大学
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国立大学において、英語の資格・検定試験の「活用あり」の選抜区分により入学した者は、一般選抜が
11,998人、総合型選抜が2,343人、学校推薦型選抜が3,023人の計17,364人である。

【選抜方法別毎の全入学者数に占める「英語資格・検定試験活用の選抜区分による入学者数」の割合】

（n = 98,070人）

11,998

2,343

3,023

一般選抜

総合型選抜

学校推薦型選抜

計 17,364人
（17.7%）

15.0%

39.6%

24.7%

85.0%

60.4%

75.3%

一般選抜
(N=79,908)

総合型選抜
(N=5,921)

学校推薦型選抜
(N=12,241)

活用あり 活用なし



英語資格・検定試験活用の選抜区分による入学者数（公立大学）

公立大学
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公立大学において、英語の資格・検定試験の「活用あり」の選抜区分により入学した者は、一般選抜が565
人、総合型選抜が355人、学校推薦型選抜が2,043人の計2,963人である。

【選抜方法別毎の全入学者数に占める「英語資格・検定試験活用の選抜区分による入学者数」の割合】

（n = 35,501人）

565

355

2,043

一般選抜

総合型選抜

学校推薦型選抜

計 2,963人
（8.3%）

2.3%

22.2%

22.1%

97.7%

77.8%

77.9%

一般選抜
(N=24,661)

総合型選抜
(N=1,599)

学校推薦型選抜
(N=9,241)

活用あり 活用なし



英語資格・検定試験活用の選抜区分による入学者数（私立大学）

私立大学
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私立大学において、英語の資格・検定試験の「活用あり」の選抜区分により入学した者は、一般選抜が
46,429人、総合型選抜が31,281人、学校推薦型選抜が46,661人の計124,371人である。

【選抜方法別毎の全入学者数に占める「英語資格・検定試験活用の選抜区分による入学者数」の割合】

（n = 470,403人）

46,429

31,281

46,661

一般選抜

総合型選抜

学校推薦型選抜

計 124,371人
（26.4%）

24.8%

34.6%

24.2%

75.2%

65.4%

75.8%

一般選抜
(N=186,980)

総合型選抜
(N=90,415)

学校推薦型選抜
(N=193,008)

活用あり 活用なし



英語資格・検定試験活用の選抜区分による入学者数（短期大学）

短期大学全体
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【選抜方法別毎の全入学者数に占める「英語資格・検定試験活用の選抜区分による入学者数」の割合】

（n = 30,572人）

710

2,436

3,112

一般選抜

総合型選抜

学校推薦型選抜

計 6,258人
（20.5%）

21.2%

22.3%

19.1%

78.8%

77.7%

80.9%

一般選抜
(N=3,353)

総合型選抜
(N=10,905)

学校推薦型選抜
(N=16,314)

活用あり 活用なし



英語資格・検定試験活用の選抜区分による入学者数（短期大学）

公立短期大学
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【選抜方法別毎の全入学者数に占める「英語資格・検定試験活用の選抜区分による入学者数」の割合】

（n = 2,170人） 私立短期大学 （n = 28,402人）

【選抜方法別毎の全入学者数に占める「英語資格・検定試験活用の選抜区分による入学者数」の割合】

33

162

90

一般選抜

総合型選抜

学校推薦型選抜

計 285人
（13.1%）

3.5%

52.1%

9.7%

96.5%

47.9%

90.3%

一般選抜
(N=932)

総合型選抜
(N=311)

学校推薦型選抜
(N=927)

活用あり 活用なし

677

2,274

3,022

一般選抜

総合型選抜

学校推薦型選抜

計 5,973人
（21.0%）

28.0%

21.5%

19.6%

72.0%

78.5%

80.4%

一般選抜
(N=2,421)

総合型選抜
(N=10,594)

学校推薦型選抜
(N=15,387)

活用あり 活用なし



英語資格・検定試験活用の範囲（大学）
英語の資格・検定試験を活用している選抜区分のうち、全員が活用している割合は、一般選抜で14.3%、総
合型選抜が24.6%、学校推薦型選抜が37.4%である。

一般選抜

学校推薦型選抜

大学全体 （n=18,654選抜区分・単数回答） （n=8,478選抜区分・単数回答）

（n=4,845選抜区分・単数回答）総合型選抜 （n=5,331選抜区分・単数回答）

13

14.3%

24.6%

37.4%

85.7%

75.4%

62.6%

一般選抜
(N=8,478)

総合型選抜
(N=4,845)

学校推薦型選抜
(N=5,331)

全員が活用 希望者が活用

4.7%

25.0%

14.7%

95.3%

75.0%

85.3%

国立大学
(N=341)

公立大学
(N=16)

私立大学
(N=8,121)

全員が活用 希望者が活用

38.9%

60.7%

22.6%

61.1%

39.3%

77.4%

国立大学
(N=453)

公立大学
(N=56)

私立大学
(N=4,336)

全員が活用 希望者が活用

18.5%

44.0%

38.2%

81.5%

56.0%

61.8%

国立大学
(N=248)

公立大学
(N=141)

私立大学
(N=4,942)

全員が活用 希望者が活用



英語資格・検定試験活用の範囲（短期大学）
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一般選抜

学校推薦型選抜

短期大学全体 （n=1,464選抜区分・単数回答） （n=519選抜区分・単数回答）

（n=456選抜区分・単数回答）総合型選抜 （n=489選抜区分・単数回答）

25.8%

37.5%

42.9%

74.2%

62.5%

57.1%

一般選抜
(N=519)

総合型選抜
(N=456)

学校推薦型選抜
(N=489)

全員が活用 希望者が活用

26.0%

100.0%

74.0%

公立短期大学
(N=3)

私立短期大学
(N=516)

全員が活用 希望者が活用

38.4%

100.0%

61.6%

公立短期大学
(N=11)

私立短期大学
(N=445)

全員が活用 希望者が活用

43.8%

100.0%

56.3%

公立短期大学
(N=9)

私立短期大学
(N=480)

全員が活用 希望者が活用



28.4%

23.8%

42.0%

32.3%

26.6%

16.4%

16.1%

15.5%

7.6%

29.7%

71.6%

76.2%

58.0%

67.7%

73.4%

83.6%

83.9%

84.5%

92.4%

70.3%

人文科学
(N=4,221選抜区分)

社会科学
(N=5,815選抜区分)

理学
(N=614選抜区分)

工学
(N=2,575選抜区分)

農学
(N=458選抜区分)

保健
(N=2,160選抜区分)

家政
(N=652選抜区分)

教育
(N=1,412選抜区分)

芸術
(N=369選抜区分)

その他
(N=1,746選抜区分)

全員が活用 希望者が活用

英語資格・検定試験活用の範囲（大学）
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英語の資格・検定試験を活用している選抜区分のうち、全員で活用している割合を学科系統分類別にみると、
多い順に、理学（42.0%）、工学（32.3%）、人文科学（28.4%）である。

（単数回答）学科系統分類



英語資格・検定試験活用の範囲（短期大学）
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（単数回答）学科系統分類

※短期大学は、理学の選抜区分なし

20.5%

43.3%

26.9%

59.2%

29.4%

44.7%

12.0%

79.5%

56.7%

100.0%

100.0%

73.1%

40.8%

70.6%

55.3%

88.0%

人文科学
(N=151選抜区分)

社会科学
(N=261選抜区分)

工学
(N=3選抜区分)

農学
(N=8選抜区分)

保健
(N=67選抜区分)

家政
(N=439選抜区分)

教育
(N=439選抜区分)

芸術
(N=38選抜区分)

その他
(N=192選抜区分)

全員が活用 希望者が活用 無回答



英語資格・検定試験活用方法（一般選抜）
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一般選抜における活用方法としては、国立大学では共通テストに換算（免除なし）が72.1%、公立大学では
個別学力検査に加点が31.3%、私立大学では個別学力検査に換算（免除あり）が31.8%で最も多い。

（複数回答）大 学
○ 出願資格：出願する上での必
須要件としている。

○ 加点：個別学力検査又は共通
テストの点数に「加点」して
いる。

○ 得点換算：個別学力検査又は
共通テストの点数に「換算」
（置き換え）している。

○ 個別学力検査の代替：大学独
自の英語試験を設けず、英語
資格・検定試験の成績のみを
個別学力検査の成績として用
いている。

○ 判定優遇・合否参考：英語資
格・検定試験の成績によって
合否判定を優遇したり、英語
資格・検定試験の成績を合否
判定の参考にしたりしている。

4.7%

12.0%

25.8%

11.4%

17.3%

72.1%

13.2%

12.5%

31.3%

12.5%

18.8%

12.5%

56.3%

12.1%

11.4%

4.8%

31.8%

15.1%

15.5%

11.8%

4.9%

9.3%

8.1%

出願資格

個別学力検査に加点

共通テストに加点

個別学力検査免除あり

個別学力検査免除なし

共通テスト免除あり

共通テスト免除なし

個別学力検査の代替

判定優遇・合否参考

その他
国立大学 (n=341)
公立大学 (n=16)
私立大学 (n=8,121)

加点
（一定のスコア以上加点、

段階別加点など）

個別学力検査に
換算

共通テストに換算

（独自試験を廃止した場合等）

得
点
換
算

（
み
な
し
満
点
、
段
階
別
換
算
な
ど
）

【その他の内容の例】
・書類審査で加点
・特待生の判定に活用



英語資格・検定試験活用方法（一般選抜）
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（複数回答）短期大学
○ 出願資格：出願する上での必
須要件としている。

○ 加点：個別学力検査又は共通
テストの点数に「加点」して
いる。

○ 得点換算：個別学力検査又は
共通テストの点数に「換算」
（置き換え）している。

○ 個別学力検査の代替：大学独
自の英語試験を設けず、英語
資格・検定試験の成績のみを
個別学力検査の成績として用
いている。

○ 判定優遇・合否参考：英語資
格・検定試験の成績によって
合否判定を優遇したり、英語
資格・検定試験の成績を合否
判定の参考にしたりしている。

33.3%

33.3%

66.7%

3.1%

20.3%

4.7%

20.5%

14.7%

4.1%

7.4%

9.5%

15.7%

14.9%

出願資格

個別学力検査に加点

共通テストに加点

個別学力検査免除あり

個別学力検査免除なし

共通テスト免除あり

共通テスト免除なし

個別学力検査の代替

判定優遇・合否参考

その他
公立短期大学 (n=3)

私立短期大学 (n=516)

加点
（一定のスコア以上加点、

段階別加点など）

個別学力検査に
換算

共通テストに換算

（独自試験を廃止した場合等）

得
点
換
算

（
み
な
し
満
点
、
段
階
別
換
算
な
ど
）

【その他の内容の例】
・書類審査で加点
・特待生の判定に活用



英語資格・検定試験活用方法（総合型選抜）
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総合型選抜における活用方法としては、国立大学では出願資格が43.0%、公立大学では出願資格が69.6%、
私立大学では判定優遇・合否参考が38.2%で最も多い。

（複数回答）大 学
○ 出願資格：出願する上での必
須要件としている。

○ 加点：個別学力検査又は共通
テストの点数に「加点」して
いる。

○ 得点換算：個別学力検査又は
共通テストの点数に「換算」
（置き換え）している。

○ 個別学力検査の代替：大学独
自の英語試験を設けず、英語
資格・検定試験の成績のみを
個別学力検査の成績として用
いている。

○ 判定優遇・合否参考：英語資
格・検定試験の成績によって
合否判定を優遇したり、英語
資格・検定試験の成績を合否
判定の参考にしたりしている。

43.0%

6.6%

5.7%

3.5%

18.5%

2.2%

15.5%

37.7%

69.6%

14.3%

33.9%

37.5%

36.8%

14.1%

7.9%

2.8%

0.02%

3.6%

5.4%

38.2%

30.1%

出願資格

個別学力検査に加点

共通テストに加点

個別学力検査免除あり

個別学力検査免除なし

共通テスト免除あり

共通テスト免除なし

個別学力検査の代替

判定優遇・合否参考

その他
国立大学 (n=453)
公立大学 (n=56)
私立大学 (n=4,336)

加点
（一定のスコア以上加点、

段階別加点など）

個別学力検査に
換算

共通テストに換算

（独自試験を廃止した場合等）

得
点
換
算

（
み
な
し
満
点
、
段
階
別
換
算
な
ど
）

【その他の内容の例】
・書類審査で加点
・特待生の判定に活用



英語資格・検定試験活用方法（総合型選抜）
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（複数回答）短期大学

○ 出願資格：出願する上での必
須要件としている。

○ 加点：個別学力検査又は共通
テストの点数に「加点」して
いる。

○ 得点換算：個別学力検査又は
共通テストの点数に「換算」
（置き換え）している。

○ 個別学力検査の代替：大学独
自の英語試験を設けず、英語
資格・検定試験の成績のみを
個別学力検査の成績として用
いている。

○ 判定優遇・合否参考：英語資
格・検定試験の成績によって
合否判定を優遇したり、英語
資格・検定試験の成績を合否
判定の参考にしたりしている。

9.1%

9.1%

9.1%

100.0%

14.8%

11.9%

5.4%

7.2%

2.2%

2.2%

49.2%

30.6%

出願資格

個別学力検査に加点

共通テストに加点

個別学力検査免除あり

個別学力検査免除なし

共通テスト免除あり

共通テスト免除なし

個別学力検査の代替

判定優遇・合否参考

その他
公立短期大学 (n=11)

私立短期大学 (n=445)

加点
（一定のスコア以上加点、

段階別加点など）

個別学力検査に
換算

共通テストに換算

（独自試験を廃止した場合等）

得
点
換
算

（
み
な
し
満
点
、
段
階
別
換
算
な
ど
）

【その他の内容の例】
・書類審査で加点
・特待生の判定に活用



英語資格・検定試験活用方法（学校推薦型選抜）
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学校推薦型選抜における活用方法としては、国立大学では判定優遇・合否参考が27.0%、公立大学では出願
資格が45.4%、私立大学では出願資格が40.8%で最も多い。

（複数回答）大 学
○ 出願資格：出願する上での必
須要件としている。

○ 加点：個別学力検査又は共通
テストの点数に「加点」して
いる。

○ 得点換算：個別学力検査又は
共通テストの点数に「換算」
（置き換え）している。

○ 個別学力検査の代替：大学独
自の英語試験を設けず、英語
資格・検定試験の成績のみを
個別学力検査の成績として用
いている。

○ 判定優遇・合否参考：英語資
格・検定試験の成績によって
合否判定を優遇したり、英語
資格・検定試験の成績を合否
判定の参考にしたりしている。

22.6%

1.6%

16.1%

0.8%

22.2%

0.8%

27.0%

37.5%

45.4%

7.8%

1.4%

1.4%

8.5%

35.5%

36.2%

40.8%

12.3%

7.5%

6.4%

1.4%

1.0%

30.6%

23.2%

出願資格

個別学力検査に加点

共通テストに加点

個別学力検査免除あり

個別学力検査免除なし

共通テスト免除あり

共通テスト免除なし

個別学力検査の代替

判定優遇・合否参考

その他
国立大学 (n=248)
公立大学 (n=141)
私立大学 (n=4,942)

加点
（一定のスコア以上加点、

段階別加点など）

個別学力検査に
換算

共通テストに換算

（独自試験を廃止した場合等）

得
点
換
算

（
み
な
し
満
点
、
段
階
別
換
算
な
ど
）

【その他の内容の例】
・書類審査で加点
・特待生の判定に活用



英語資格・検定試験活用方法（学校推薦型選抜）
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（複数回答）短期大学
○ 出願資格：出願する上での必
須要件としている。

○ 加点：個別学力検査又は共通
テストの点数に「加点」して
いる。

○ 得点換算：個別学力検査又は
共通テストの点数に「換算」
（置き換え）している。

○ 個別学力検査の代替：大学独
自の英語試験を設けず、英語
資格・検定試験の成績のみを
個別学力検査の成績として用
いている。

○ 判定優遇・合否参考：英語資
格・検定試験の成績によって
合否判定を優遇したり、英語
資格・検定試験の成績を合否
判定の参考にしたりしている。

33.3%

11.1%

88.9%

6.5%

20.4%

0.2%

6.5%

3.3%

2.7%

2.9%

33.5%

35.6%

出願資格

個別学力検査に加点

共通テストに加点

個別学力検査免除あり

個別学力検査免除なし

共通テスト免除あり

共通テスト免除なし

個別学力検査の代替

判定優遇・合否参考

その他
公立短期大学 (n=9)

私立短期大学 (n=480)

加点
（一定のスコア以上加点、

段階別加点など）

個別学力検査に
換算

共通テストに換算

（独自試験を廃止した場合等）

得
点
換
算

（
み
な
し
満
点
、
段
階
別
換
算
な
ど
）

【その他の内容の例】
・書類審査で加点
・特待生の判定に活用



英語資格・検定試験のスコアが提出できない場合の代替措置
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大学全体 （n=18,654選抜区分・複数回答） 短期大学全体 （n=1,464選抜区分・複数回答）

13.2%

4.8%

0.9%

3.4%

77.7%

4.3%

7.1%

3.0%

0.1%

5.2%

80.2%

4.9%

5.8%

0.8%

6.7%

82.0%

スコアの提出が不要な選抜区分の設定

高等学校等における同等の能力証明

英語力を確認するための面接の実施

成績の有効期限の延長

その他の代替措置

代替措置を設けていない

一般選抜 (n=8,478)
総合型選抜 (n=4,845)
学校推薦型選抜 (n=5,331)

【その他の内容の例】
・個別試験で対応
・他の要件で対応

5.0%

5.4%

0.2%

1.9%

87.5%

7.2%

8.6%

0.2%

0.9%

4.2%

78.9%

7.2%

7.4%

0.4%

2.0%

83.0%

スコアの提出が不要な選抜区分の設定

高等学校等における同等の能力証明

英語力を確認するための面接の実施

成績の有効期限の延長

その他の代替措置

代替措置を設けていない

一般選抜 (n=519)
総合型選抜 (n=456)
学校推薦型選抜 (n=489)

【その他の内容の例】
・個別試験で対応
・他の要件で対応




